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●『画面の読み上げ』をＯＮ 

 
 
 
 
●『選択項目の読み上げ』をＯＮ 

 

 

 

 

令和元年１１月２２日発行 

 
編集後記 

ちょっとした工夫でできることを増やそう！ 

「              」  
紹介 

ｉＰａｄを文房具として使おう 

 

令和元年１１月２２日発行 

 

 
編集後記 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●フリック入力 ●音声入力 

 

●動画で ●画像で ●言葉で 

●読み上げコンテンツを利用する 

 

読んでも意味が 
つながらない…  

文字や文章を書くことに困難がある場合は、入力の方法があります。子どもに合った入力方法を選びましょう。 
 

「書くこと」に困っていたら… 

「読むこと」に困っていたら… 言葉の意味を理解するのが難しいなら… 

●ウェブ・画像・動画から検索 

●録音する、画像として記録する、画像に入力する 

イメージしやすい方法で検索する 読み上げさせてダイレクトに内容を理解する 

身近にあるスマホやタブレットにある機能を使って、いろいろなことができます。 

今号では、iOS に標準搭載されている機能を使って今すぐに使える方法を御紹介します。子どもが困難に

感じていることがあれば、活動や場面に応じて、iPad を文房具として活用しましょう！ 

  

書くより『撮る』、書くより『録る』 紙だけがノートじゃない 

  

ソメンヤドカリ 

●物理キーボード ●スクリーンキーボード 

 

【ローマ字入力】 
長押しすると
キーボードの
切り替えがで
きます。 

【５０音入力】 【フリック入力】 【音声入力】 

画像だと、 
イメージがつか
みやすいよ！ 

・すらすら読めない 
・漢字が分からない 
・どこを読んでいるの
か分からなくなる 

メールの
内容を読
み上げさ
せよう！ 

調べたことを
読み上げで聞
いてみたらよ
くわかった！ 

メモしたい
けど難しい
な… 

ノートテイクが間
に合わない… 

 
書く負担が減って聞く
ことに集中できる！ 
あとから復習できる！ 

 

「メモ」に言葉を入力 

→ 範囲選択 

→「調べる」をタップ 

●撮影アプリ カメラ 

 

●録音アプリ ボイスメモ 

 

 

入力だと日記、作文がスムーズに
書ける！ 
 

メモしたいことを撮影し、データで残して活用できま
す。調べたことをスクリーンショットで記録することもで
きます。 

ワークブックやプリントを撮影
して、画像に入力する。 

●文字入力 

 

画像をプリントアウト
して、ノートに貼付する。 

書く負担が減る！ 
授業に集中できる！ 
復習もできる！ 

文字や文章の読みづらさがある場合、文章を読むの

に時間が掛かる場合には、音声読み上げによって文章

を音声で理解できます。 

 
画面上から二本指で
スワイプ 

 
メールや LINE も 
読み上げできる 

言葉の意味を調べる際、文字だけでなく画像や映像

を見ると言葉のイメージをもちやすくなります。 

文字や話をうまく覚えられない場合、書き取りが難しい場合に録音や撮影をする

ことで情報を残すことができ、書くことや記憶することを補うことができます。 

設定 

→アクセシビリティ→読み上げコンテンツ 

 

インターネット上の
文章を選択し、音声
で読み上げさせるこ
とができます。 

 
「画面の読み上げ」 
で読み上げもできる 
（左欄下参照） 

●メモ 

 

 

書く負担が減って
課題に取り組みや
すくなった！ 
課題が出せた！ 

 

「編集」 
→「マークアップ」
→「テキスト」 
で文字入力ができる 

後からじっくり聞き
直せる！ 
繰り返し聞ける！ 

調べたい言葉を範囲選択して、すぐに
調べることもできます。 
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